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密着性試験結果例

機能品

比較品

㎠

汗をかいたときの「不快感」数値化しませんか？
―肌離れに関する試験のご紹介！ ―

夏、汗をかいたときの「シャツが肌にはりつく …」「動くたびにまとわりついて不快だなぁ」

「汗でべとつく …」などといった不快感。着心地の評価はモニター試験だけ？

いえ！そんなことはありません。生地の肌離れ性を客観的に数値化できる試験のご紹介です。

本試験はボーケンガーメンテック株式会社にて実施します。

じんわりと汗で濡れた生地を想定した試験。

①試料に0.1ml滴下

圧縮子

②圧縮子にて加圧中

加圧

③濡れた生地が
圧縮子(肌想定)を
ひっぱる＝密着力

除圧

タイトル：肌販れ性試験→肌離れに関する試験に変更

序文：ボーケン受付、UGT様にて試験受託の旨に変更

試験項目：CASE〇を想定場面に変更
不快感をべとつき、まとわりつきに統一
汗冷え追加

※それぞれの試験の正式名称追加
※ふき出し文で試験項目を選択可能なことを追記

画像内に圧縮子の動きについて記載
画像下に説明し、圧縮子のイラストは削除
※写真とグラフ内の矢印から―を統一

試料サイズの㎝×㎝の追記
試料条件として比較試験をひょい右舷

読み手に「評価の値」とご誤解させていた評価例をふき
だしで表現し、絶対値の評価でないようにした

修正点 25‘4/7

肌離れ試験項目

まとわりつき
べとつき

不快感

CASE1

動きは少なく、汗をかいた時

密着性へ

による動きにくさ
まとわりつき

不快感

CASE2

動きが多く、汗をかいた時

湿潤摩擦抵抗力へ

まとわりつき

不快感

CASE3

汗をかいて衣服が濡れた時

接触水分移行性へ

べとつき

● 肌離れ性試験項目

●CASE1 密着性

Dどの試験を選べばいいの？ CASE や改善したい不快感など
目的に合わせて試験選択するといいケン

No .47 7

2025 年11 月

試料
5cm ×5cm 3 枚

比較例：未加工品・加工品

試験方法

KES 圧縮試験機を使用し、
「①試料に 0.1ml 滴下 → ②加圧
→ ③除圧」を密着力が計測でき
るまで繰り返す

試験結果 密着力（ gf ）

評価の目安
密着力（ gf ）が低い方が
べとつきにくい、肌離れが良い
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密着力測定時の変化例

加圧 除圧

密着力

発行No.月は変更予定

ボーケンでも受付可能だケン！

※比較試験推奨

ボーケンでも試験受付可能！

どれくらいなら密着力が小
さいと言えるの？

水分吸収が試料によって違うからのぅ。
具体的な数値の目安はないんじゃ。同一水分量で密着力を比較
することをおすすめしとるぞ！

どういう結果なら肌離れ性が
良いといえるの？

滴下した水分量が多い、もしくは同量のとき、密着力が比較品
よりも低いと肌離れ性が良いといえるのぅ。

案１/採用

案２

どれくらいなら密着力 が
小さい と言えるの？

水分吸収が試料によって違うからのぅ。
具体的な数値の目安はないんじゃ。同一水分量で密着力を比較
することをおすすめしとるぞ！
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金属
ドラム

湿潤状態のサンプル

ロードセル

荷重30gf

上記の内容についてご不明な点等ございましたら、こちらまでお問い合わせください 。

生地が吸った汗を肌へ戻してしまう現象（濡れ戻り）を想定した試験。

ドライ感素材 綿１００％

乾燥時 42.2gf 46.2gf

湿潤時 42.6gf 56.8gf

乾と湿の差 0.4gf 10.6gf

汗で濡れた生地が肌にまとわりつく、べとつくことを想定した試験。

荷重
吸水させた試料と

ろ紙

試料 ろ紙

ろ紙が吸水した水分量
(＝移行水分量) を測定

試料に水を 0.2ml滴下し、
その上にろ紙、荷重を乗せる

金属
ドラム

試料が動く方向

荷重

試料サイズの㎝×㎝の追記
試料条件として「未加工品・加工品」比較試験表現

画像内に試料の動く方向矢印や説明を追加

読み手に「評価の値」とご誤解させていた評価例を削除

汗の逆戻り→現象の説明＋「濡れ戻り」に変更
（３人程にヒアリングし、混乱が少ない用語に変更）

試料サイズの㎝×㎝の追記
試料条件として「未加工品・加工品」比較試験表現

用語：ろ紙にて統一
水分移行特性の式を修正

読み手に「評価の値」とご誤解させていた評価例をふき
だしで表現し、絶対値の評価でないようにした

電話番号修正

●CASE2 湿潤摩擦抵抗力

生地のたて方向、よこ方向
どちらも試験可能じゃ！

●CASE3 接触水分移行性

水分移行率20 ％以下程度であれば、湿潤時のべとつきが少ない試験例が多いケン

東京機能性試験センター
TEL ： 03 -5669 -1415

試料
5cm ×30cm タテヨコ各 2 枚

比較例：未加工品・加工品

試験条件 それぞれ乾燥状態、湿潤状態で測定

試験方法
片端に30g の錘をつけた試料を
腕・足・背中を想定した金属ドラムに沿わせ、
ドラムを回転させたときの摩擦抵抗力を測定

試験結果 乾燥時と湿潤時の差（ gf ）

評価の目安 乾燥時と湿潤時の差（ gf ）が小さい方がべとつきにくい

試料
5cm ×5cm 3 枚

比較例：未加工品・加工品

試験方法 試料に水を 0.2ml 滴下し、ろ紙と荷重を載せ、ろ紙に移った水分量を測定

試験結果 水分移行率（ % ）＝ろ紙が吸水した水分量 / 滴下量0.2ml ×100

評価の目安 水分移行率（％）が少ない方が、汗が生地から肌へ濡れ戻りしにくい

結果

汗以外でも失禁・吸水ショーツ用途でも試験例があるわよ

TEL ： 072 -437 -0055

東京テレコム試験センター
TEL ： 03 -6426 -0720

大阪機能性試験センター
TEL ： 06 -6577 -0157

※比較試験推奨

※比較試験推奨

ボーケンガーメンテック株式会社

大阪貝塚試験センター
TEL ： 072 -437 -0055

HP は
こちら

https://www.boken.or.jp/ https://www.boken-gt.com/

HP は
こちら

HP は
こちら

④評価の目安とドクターBのコメント
「密着力（gf）が低い方がべとつきにくい、肌離れが良い」
「試料によっても違うが、一例をあげると1.0gf (9.8mN)未満であればほぼ密着力はないと言えるじゃろう」
密着力が出るまで水の滴下を繰り返すのであれば、性能差は水の滴下量では？

⑤片端に30gfの錘 → 片端に30gの錘

⑥試験結果の単位（表も）
摩擦抵抗力を測定しているので、単位は質量ではなく力（mN or gf）。
gfは現在使用されていないので、mNが良い。

⑧蒸留水 → 水
他に合わせる。

⑨水分移行率（％）が少ない方が汗が生地から肌へ濡れ戻りしにくい
→ 水分移行率（％）が少ない方が、汗が生地から肌へ濡れ戻りしにくい

⑩試料に蒸留水を0.2ml滴下し、その上にろ紙、荷重を乗せる
→ 試料に水を0.2ml滴下し、その上にろ紙、荷重を載せる
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